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Ⅰ 単元の構想 

１ 単元観 

本単元では森林の多面的な機能について学習をする。その中で、森林の発達段階を踏まえた森林生

態系の構造や森林生態系の果たす役割、地球や地域に対する多面的な機能や意義について理解するこ

とができるようにする。そのため、森林のもつ多面的機能の維持や総合的な利用に向けて、森林の健

全性と活力の維持、多面的機能と森林生態系の構造との関係を考察する学習を取り入れる。 

 

２ 研究との関わり 

令和５年度教育委員会運営方針では「主体的・対話的で深い学びを通して、基礎的・基本的な知

識・技能の定着を図るとともに、思考力・判断力・表現力等を育成しながら、学びに向かう力、人間

性等を涵養します。」とある。また、高等学校学習指導要領解説農業編では、農業における見方・考

え方を「農業や農業関連産業に関する事象を，安定的な食料生産と環境保全及び資源活用等の視点で

捉え，持続可能で創造的な農業や地域振興と関連付けること」としている。このことから、自らの考

えをもつだけでなく、他者との意見共有等を通して、自己の意見を整理、再構築する姿勢が大切であ

ると考える。 

そこで、身近な課題設定を通して、実社会における森林との結び付きを考えながら専門的な意見を

深めるために、協働学習による他者との意見共有から、自身の考えを再構築し、表現できる力を醸成

することを目指す。 

 

３ 単元の目標及び生徒の実態 

 目 標 生徒の実態 

知識及び技術 ・森林の多面的機能について理解す

るとともに関連する技術を身に付

ける。 

・森林に関する専門的知識や技術はま

だ浅く、実社会との結び付きも捉え

られていない。 

思考力、判断力、

表現力等 
・森林の多面的機能に関する課題を

発見し、科学的根拠に基づいて創

造的に解決する。 

・森林管理や森林活用の方法などをま

とめる際に、単語だけになってしま

う生徒が多く、根拠や理由を説明で

きない状況がある。 

学びに向かう力、

人間性等 
・森林の多面的機能について、自ら

学び主体的かつ協働的に取り組

む。 

・森林や環境問題等には興味をもって

学習をしている。ペアワークなどを

通して、課題を見付けようとする姿

勢も見られる。 

 

４ 評価規準 

知識・技術 ・森林の多面的機能を理解しているとともに関連する技術を身に付けている。 

思考・判断・ 

表現 

・森林の多面的機能に関する課題を発見し、科学的根拠に基づいて創造的に解

決している。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・森林の多面的機能について、自ら学び主体的かつ協働的に取り組もうとして

いる。 

 

５ 指導及び評価、ICT活用の計画（全 12時間：本時第９時）  

時 

間 

■ねらい  

□学習活動 

★ＩＣＴ活用に関する事項  

知 思 態 ◆評価項目＜方法（観点）＞ 

○指導に生かす評価 

●評定に用いる評価 

１ 

 

～ 

 

４ 

■森林のもつ八つの多面的機能につい

て理解させる。 

 

□教科書や林野庁発刊の森林における

資料を確認し、八つの多面的機能を

● 〇  

 

◆森林のもつ多面的機能の種類と、それ

ぞれの内容について理解し、ワークシ

ートに適切な用語を書き出している。 

     ＜ワークシート（知）＞ 

 



ノートにまとめる。（★） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆教科書や林野庁発刊の資料を読み解

き、内容をノートにまとめることがで

きる。 

           ＜ノート（思）＞ 

５ 

 

～ 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■多面的機能が発揮されるための整備

にはどのような方法があるか考察さ

せる。（★） 

 

□市町村の森林整備計画を確認し、作

業計画の種類をまとめる。（★） 

 

□群馬県の資料から鳥獣害野生動物の

生態や被害の現状、その対応策をま

とめる。（★） 

 

□群馬県の資料から木材生産と森林副

産物の種類についてまとめる。

（★） 

 

□森林セラピーについて調べ学習を行

い、精神的な癒しと健康増進への効

果が高い活動についてペアでまとめ

る。（★） 

 〇 ◯ ◆資料を読み解き、管理作業をワークシ

ートに適切にまとめることができる。                

＜ワークシート（思）＞ 

 

 

 

◆まとめた内容を題材にペアワークで発

表しまとめることができる。 

＜観察・ワークシート（思）＞ 

 

 

 

◆学習内容をまとめ、本時の目標に沿っ

た問題作成を行い、出題し合おうとし

ている。 

                         ＜問題作成（態）＞ 

 

 

９ 

 

本

時 

■演習林の多面的機能が発揮されるた

めには、どのような整備が必要にな

るかを考察させる。（★） 

 

 

□演習林の多面的機能を発揮させるた

めに、必要となる作業計画や作業に

ついて、協働学習を通した意見交換

を行う。 

 ●  ◆課題に対して協働学習を行い、根拠の

ある自らの考えを伝えることができ

る。 

＜発表内容・観察（思）＞ 

 

◆他者の意見を聴き、自らの考えの変化

をまとめることができる。 

＜ワークシート（思）＞ 

10 

 

～ 

 

12 

■多面的機能の複合的機能と様々な機

能の発揮される場面について、考察

させる。 

 

 

□これまで学んできた多面的機能の発

揮場される場面について、実生活に

照らし合わせてグループでまとめ、

発表する。 

 〇 ● ◆協働学習で多面的機能の具体的な発揮

される場面をまとめ、発表することが

できる。 

＜ノート（思）＞ 

 

◆学習内容をまとめ、本時の目標に沿っ

た問題作成を行い、出題し合おうとし

ている。 

          ＜問題作成（態）＞ 

 

Ⅱ 第９時の学習 

１ ねらい ゾーニング計画を基に、本校演習林の多面的機能を発揮するための森林計画、整備活動

を考察し、根拠をもった意見を表現できるようにする。 

 

 

 

 

［単元・題材の学習課題・問い等］ 

森林の多面的機能について自ら学び、主体的かつ協働的に取り組むとともに、多面的機能が

発揮されるために必要な条件について考察する。 



２ 展 開 

主な学習活動 

予想される児童(生徒)の反応〔Ｓ〕 

★ＩＣＴ活用に関する事項  

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

 ◆評価項目（観点） 

１ 本時の目標及び課題をスライドで説明する。

（★）           （導入５分） 

Ｓ：どのような計画を立てたら演習林の多面的機

能が発揮されるだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎三つの課題を実習で使用している演習林に関

連させて明示することで、実社会との結び付

きを意識付ける。 

〇下記Ａ・Ｂ・Ｃそれぞれの森林機能を効果的

に発揮するためには、どのような作業及び管

理計画が必要になるかを考えるよう説明す

る。 

Ａ：物質生産機能 

Ｂ：生物多様性保全機能 

Ｃ：保健・レクリエーション機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 三つの課題それぞれについての考えを、個人

でまとめる。        （展開①10分） 

〇個人で課題と向き合い、ＩＣＴ端末に考えを入

力する。 

Ｓ：自分だけで考えるのは少し難しいな。 

★：ＩＣＴ端末を活用し、前時までにゾーニング

をしたデータへ作業計画を入力する。 

 

３ 協働学習（ペア）を行う。 （展開②10分） 

〇一つの課題に絞り、意見を深めるためにペアで

お互いの意見を共有し、質問やアドバイスを行

う。 

Ｓ：同じ意見だね。考えに自信がもてた。 

Ｓ：私にはない意見で新鮮だ。 

   

 

 

 

４ 協働学習（グループ）を行う。 

（展開③15分） 

〇協働学習（ペア）で深めた考えを基に、課題の

異なる三人で意見を共有し、それぞれの課題を

複合した適切な管理作業をグループで再検討す

る。 

Ｓ：多面的機能を発揮するには、作業計画から多

くのことを考えないといけないから難しい

な。 

Ｓ：他の課題ではそのような作業方法があるの

か。 

 

 

 

 

〇まずは自らの考えをもてるように、演習林の

周囲の様子を思い出しながら、思い付いた考

えを入力するよう促す。 

〇この後の協働学習（ペア）では、理由も説明

できるように伝える。 

 

 

 

◎協働学習（ペア）で考えの根拠を明確にし、

より適切な意見を検討させる。 

・Ａ（Ｂ、Ｃ同様）についてのみを、ペアで深

め合う活動を行う。 

・三つの課題から一つの課題をペアごとに指定

し、お互いの意見を深めさせる。 

〇協働学習（ペア）で相手から出た意見を基

に、お互いにより効果的な作業方法を模索す

るよう伝える。 

 

◎協働学習（グループ）で三つの課題が統合し

た、複合的な作業計画を検討させる。 

・協働学習（ペア）で課題Ａ・Ｂ・Ｃそれぞれ

の意見を深めた生徒が一人ずつ入った三人を

１グループとする。 

〇それぞれの課題ごとに意見を発表し、多面的

機能が発揮されるより効果的な作業計画を考

えるよう促す。 

 

＜めあて・課題・見通し等＞ 

演習林の多面的機能を発揮させるためにはどのような作業計画や管理計画を立てる必要があるかを

考察する。 

◆評価項目 

 演習林の多面的機能が発揮されるための

整備活動を考え、根拠を含めて説明できて

いる。 

＜発表内容・観察（思）＞ 



５ 意見の再構築及び振り返りを行う。 

（まとめ 10分） 

〇これまでの活動を基に、三つの課題における作

業計画について、最終的な自身の考えをまとめ

る。 

Ｓ：みんなの考えを取り入れてみると、自分では

このような計画になるかな。  

★：ＩＣＴ端末を活用し、再構築した考えを入力

する。 

◎課題に対する自らの最終的な作業計画を立案

し、当初の意見と比較させる。 

○多くの意見や考えを整理して、どのような取

組をしたら演習林の多面的機能が発揮される

かを複合的に再検討するよう伝える。 

 

◆意見交換した内容をまとめ、課題に対して根

拠をもった理由や説明をワークシートへ記入

できている。    

 

 

 

 

 

 

３ 板書計画   

【ＩＣＴ端末による共有資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【演習林の地形図】 

◆評価項目 

 演習林の多面的機能が発揮されるための

整備活動を複合的に考察し、根拠を明確に

しながらまとめることができている。 

＜ワークシート（思）＞ 


